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神奈川県知的障害者施設保護者会連合会
事務局 TEL＆FAX 045-751-1010

東日本大震災特集号

今回は東日本大震災

義援金特集号です。

皆様のご協力を！！！！

全国知的障害者施設家族会連合会の

東日本大震災 災害救援募金に協力を！
＜全施連由岐透会長メッセージ＞
東日本大震災により犠牲になられた方々のご冥福をお祈りし、甚大な被害を受けられた方々に、

心からお見舞い申し上げます。
特に知的障害者を持った人たちはその特性のために、一層不自由暮らしをされておられると心が

痛みます。

全国知的障害者施設家族会連合会としても設立以来の大きな災害になりました。

被害にあわれた知的障害を持つ人や施設のお役にたてるよう、義援金を募ります。
私たちの仲間のためにご協力をお願い申し上げます。

★ 速さを競わず、じっくり募集します。
★ 知的障害者利用者に特化した募金にし、困っておられる私たちの仲間にダイレク

トに届くようにします。
★ 物資・人材さまざまな支援が必要だと思いますが、まずは義援金を募ります。
★ 応援メッセージを募集します。

神
奈
川
施
保
連
で
は
全
施
連
の
募
金
活
動
に
、
全
面
的
に
協

力
に
い
た
し
ま
す
。

同
じ
知
的
障
害
を
持
つ
人
た
ち
や
施
設
を
対
象
と
し
て
、
こ
の
義
援
金
を

お
渡
し
し
ま
す
。
加
盟
施
設
の
家
族
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
義
援
金
は
各
家
族
会
単
位
で
ま
と
め
て
神
奈
川

施
保
連
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
施
保
連
で
、
早
い
時
期
に
何
度
か
集
約
し
て
、
全
施
連
に
送
金
い

た
し
ま
す
。

募金募集期間 平成23年8月31日（水）まで

★ 募金振込先 横浜銀行 磯子支店

（普）口座 １２８１６９０「県施保連 岩本 邦雄」宛て
★ お問い合わせ先

〒235-0021
神奈川県知的障害者施設保護者会連合会事務局
神奈川県横浜市磯子区岡村3-15-14 岩本方

℡＆fax： 045-751-1010
Ｍail ： kshihorenjimukyoku@gmail.com

神奈川県知的障害者施設保護者会連合会ニュース第２５号 平成２３年５月３日発行

神奈川施保連では、知的障害児者や自閉症児者が病気やケガをしたとき、
また、そのために入院したときなどに備え、「やまゆり知的障害児者生
活サポート協会」の運営に参加しています。
加入資格、その他の詳細は、下記までお問い合わせください。

障害を持つ人たちが病気になったとき、
ケガをしたときに備えて

やまゆり知的障害児者生活サポート協会(旧やまゆり互助会）
〒221-0844 神奈川県横浜市神奈川区沢渡4-2
神奈川県社会福祉会館内
TEL 045-314-7716 FAX 045-324-0426



東日本大震災関連記事
福祉新聞　平成２３年０４月１８日より抜粋

1
7
人
が
死
エ
』
・
行
力
ぷ
・
明

ＪＤＦ独自調査

宮
城
県
内
の
障
害
者
事
業
所

　
日
本
障
害
フ
ォ
上
フ
ム
（
Ｔ
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）
は
８
日
、
独
自
の
調
査
で
、
東
口
本
大

地
震
に
よ
る
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
内
2
1
巾
町
の
士
５
７
障
害

者
支
援
事
業
所
の
う
ち
、
4
2
力
所
が
流
出
・
全
半
壊
し
、
1
7
人
の
利
用
者
・
職

員
が
死
亡
・
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
と
発
表
し
た
。
事
務
局
は
「
震
災
か
ら

士
力
月
た
っ
て
も
、
い
圭
だ
に
安
否
を
確
認
で
き
な
い
人
も
い
る
」
と
話
す
。

4
2
施
設
が
流
出
・
全
半
壊

　
日
本
身
体
障
害
者
団
体
逓
合

会
や
Ｄ
Ｐ
Ｔ
白
本
会
議
、
日
本

障
害
者
協
議
会
な
ど
1
3
団
体
で

構
成
す
る
Ｊ
Ｄ
Ｆ
は
３
月
1
8

日
、
震
災
で
被
害
を
受
け
た
障

害
者
を
支
援
し
よ
う
と
「
被
災

障
害
者
総
合
支
援
本
部
」
を
都

内
に
設
置
。
3
0
日
に
は
現
地
の

拠
点
と
し
て
「
み
や
ぎ
支
援
セ

ン
汐
よ
を
仙
台
市
内
に
開
設

し
た
。

　
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
全
国
か

ら
駆
け
付
け
た
3
0
人
が
常
時
滞

在
し
、
被
災
し
た
通
所
や
入
所

な
ど
の
障
害
者
支
援
事
業
所
、

障
害
者
と
そ
の
家
族
の
被
災
状

況
な
ど
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
必
要
な
支
援
を
並
行
し
て

行
っ
て
い
る
。

　
調
査
は
３
月
3
1
日
か
ら
４
月

６
目
に
か
け
て
実
施
。
仙
台
市

や
名
収
市
、
南
三
陸
町
な
ど
津

波
被
害
の
大
き
か
っ
た
2
1
市
町

の
士
５
７
事
業
所
を
訪
問
し
て

聞
き
取
り
し
た
。

　
結
果
報
告
（
速
報
）
に
よ
る

と
、
１
后
７
事
業
所
に
は
合
計

２
０
８
Ｇ
入
の
利
用
者
が
い
た

が
、
１
１
ｘ
が
死
亡
し
、
３
入
部

行
方
不
明
。
ま
た
、
利
用
者
の

家
族
は
2
1
入
死
亡
、
５
入
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
。

　
５
０
１
入
い
た
職
員
は
２
入

死
亡
、
土
人
行
方
不
明
。
死
亡

し
た
２
入
は
利
用
者
の
避
難
誘

導
後
に
事
業
所
に
戻
っ
た
後
、

津
波
に
巻
き
込
ま
れ
た
。

　
建
物
は
流
出
６
施
設
、
焼
失

士
施
設
、
全
壊
1
2
施
設
、
半
壊

2
3
施
設
に
及
ん
だ
。
ま
た
設
備

が
損
壊
し
た
施
設
は
土
２
０
力

所
あ
り
、
こ
の
う
ち
2
5
力
所
は

対
処
不
能
の
状
態
だ
っ
た
。

　
鐙
大
し
た
施
設
か
ら
は
「
レ

ス
ト
ラ
ン
を
運
営
し
て
い
た

が
、
食
材
が
な
く
、
利
用
者
に

工
賃
を
払
え
な
い
」
　
「
障
害
行

動
が
あ
る
人
の
た
め
の
落
ち
着

い
た
場
所
が
ほ
し
い
」
　
「
精
神

障
害
者
は
選
難
所
で
暮
ら
し
づ

ら
い
」
と
い
う
声
が
出
た
。
ま

た
、
入
手
困
難
な
物
資
と
し
て

は
、
大
入
用
お
む
つ
や
介
護
用

車
両
な
ど
が
挙
が
っ
た
。

　
現
状
に
つ
い
て
Ｊ
Ｄ
Ｆ
事
務

局
の
原
田
潔
さ
ん
は
「
津
波
で

利
用
者
の
名
簿
が
置
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
震
災
か
ら

士
力
月
た
っ
て
も
、
い
ま
だ
に

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
安
否
確
認

の
作
業
が
続
い
て
い
る
状
態
」

と
話
す
。
今
後
も
避
難
生
活
や

仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
際
の
ニ
ー

ズ
調
査
を
し
な
が
ら
、
精
神
保

健
福
机
上
や
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
つ
な
ぐ
こ
と
も
行
う
と

い
う
。
中
長
期
的
に
は
、
復
興

に
向
け
て
誰
も
が
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
た
提
言
も

行
う
予
定
だ
。

　
一
方
で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
は

地
域
の
民
生
委
員
や
自
治
会
長

な
ど
へ
の
聞
き
込
み
を
基
に
、

団
体
に
所
潤
し
て
い
な
い
在
宅

の
障
害
者
の
二
Ｉ
ズ
把
握
も
実

施
し
て
い
る
。

　
支
援
に
あ
た
っ
て
、
１
白
か

ら
仙
台
入
り
し
て
い
る
き
ょ
う

さ
れ
ん
事
務
局
の
坂
下
共
さ
ん

は
「
我
々
が
直
接
干
支
を
解

侠
し
て
は
根
本
的
な
問
題
の
解

侠
に
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す

る
。
視
覚
障
害
者
か
ら
「
道
路

状
況
が
以
前
と
違
う
の
で
、
ゴ

被
災
福
祉
施
設
1
3
8
4
力
所

厚
労
省
被
害
状
況
徐
々
に
判
明

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

福
祉
施
設
は
７
日
午
後
３
時
現

在
で
、
1
9
鄙
道
県
・
入
ｏ
８
４

ヵ
所
に
な
っ
た
。
地
方
自
治
体

か
ら
の
報
告
を
厚
生
労
働
省
が

ま
と
め
た
も
の
で
、
３
月
2
8
日

の
発
表
よ
り
６
０
０
ヵ
所
増
え

た
。
被
災
施
設
の
全
容
は
地
方

自
治
体
や
関
係
団
体
な
ど
の
調

査
で
少
し
ず
つ
判
明
し
て
お

り
、
さ
ら
に
増
え
る
見
込
み
。

　
被
災
施
設
は
、
児
童
福
祉
施

設
６
８
７
ヵ
所
、
老
人
福
祉
施

設
４
３
４
ヵ
所
、
障
害
福
祉
施

設
２
５
４
ヵ
所
、
そ
の
他
施
設

９
ヵ
所
。
職
員
・
利
用
者
の
人

的
被
害
は
、
死
者
土
工
２
人
・

行
方
不
明
土
４
７
人
、
負
傷

　
（
骨
折
・
打
撲
な
ど
）
1
4
入
と

な
っ
て
い
る
。

　
建
物
の
破
損
状
況
は
、
壁
な

ど
の
ひ
び
割
れ
４
５
土
施
設
、

胆
７
天
井
な
ど
の
一
部
落
下
・

破
損
土
５
５
施
設
、
ガ
ラ
ス
破

苧
⊥
４
２
施
設
、
備
品
破
損

　
（
結
滞
器
・
食
器
な
ど
）
上
士

７
施
設
、
外
壁
な
ど
の
破
損
7
3

施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
社
会
的
養
護
施
設

　
　
人
的
披
害
は
な
し

　
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３
県

に
あ
る
4
4
力
所
の
社
会
的
養
護

関
係
施
設
（
児
童
養
護
施
設
1
9

力
所
、
乳
児
院
５
力
所
、
情
緒

障
害
児
短
期
治
療
施
設
２
力

ミ
を
捨
て
て
ほ
し
い
」
と
依
頼

が
あ
っ
て
も
、
た
だ
ゴ
ミ
を
捨

て
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
近
隣

住
民
な
ど
地
域
に
つ
な
げ
た
。

今
後
も
自
立
で
き
る
よ
う
に
す

る
視
点
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
に
あ
る
入
所

施
設
「
太
陽
の
里
」
で
生
活
支

援
員
と
し
て
働
い
て
お
り
、
社

日
か
ら
仙
台
入
り
し
て
い
る
薄

衣
直
人
さ
ん
は
「
地
域
資
源
が

少
な
い
中
で
、
何
か
で
き
る
か

考
え
な
が
ら
支
援
し
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
す
べ
て
の
声
を
聞

く
つ
も
り
」
と
話
す
。
「
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
改
め
て
考
え
る
綴

金
に
な
っ
た
」
と
語
る
。

　
Ｊ
Ｄ
Ｆ
の
現
地
支
援
の
拠
点

は
社
月
６
日
に
福
島
県
で
開
設

し
て
お
り
、
今
後
、
岩
手
な
ど

で
も
展
開
す
る
と
い
う
。

所
、
犯
意
目
立
支
援
施
設
３
力

所
、
母
子
生
活
支
援
施
設
ｎ
力

所
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

２
力
所
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
２

ヵ
所
）
で
は
、
入
所
死
産
な
ど

の
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
な
ど

し
て
入
所
児
童
の
生
活
に
大
き

な
支
障
が
出
る
よ
う
な
被
害
も

な
か
っ
た
。

　
一
方
、
社
会
的
養
護
関
係
で

は
、
里
親
が
１
入
死
亡
、
土
人

行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
判
明
。
景
観
に
委
託
さ
れ
て

い
る
児
童
に
は
人
的
被
害
は
な

く
、
委
託
さ
れ
て
い
た
児
童
は

親
族
里
親
な
ど
に
預
け
ら
れ
て

い
る
。

神奈川施傍注からのお知らせ

　　神奈川施傍注のホームページを開設しました。これから充実した
　　内容にしたいと思いますので、ご意見等をお寄せください。

p://w0 1 .tpl .jp/~a368318200/
ｔｔｈ

URL:
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